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知的財産の最前線
白鷗大学講演会「知的財産の最前線」
法学研究科知的財産法特修コース開設記念
司会（児玉）：ただいまより白鷗大学講演会を
開催いたします。開会にあたり白鷗大学法政
策研究所長の清水正義先生よりご挨拶をお願
いいたします。
清水：皆さん、おはようございます。1992年
に白鷗大学の法学部が誕生いたしましてちょ
うど20歳を迎えるというところです。20周年
の記念に様々なことが行われていますけれど
も、その１つとして今年度より法学研究科に
知的財産法の特修コースが開設されていま
す。今日は、その特修コース開設記念に知的
財産の最前線というテーマで、お三方をお招
きいたしました。
　お三方の略歴等につきましては、後ほど、
司会の児玉先生より紹介があるかと思いま
す。
　お忙しいところを私どものために来ていた
だきましたお三方に、あらためてお礼を申し
上げたいと思います。
　知的財産をめぐっては現在さまざまな問題
点がありまして、きょうのお三方のお話で、
その学術面での最前線をご紹介いただけるも
のと期待をしております。
　学生諸君にはやや専門的な部分があるかも
しれませんけれども、少し背伸びをしてです
ね、この問題の学術的な最先端を感じていた
だく。こういう機会にしていただければ、よ
り幸いです。
　簡単ではございますけれども、私のあいさ
つは以上です。
司会（児玉）：本日の講演会は、法学研究科に
知的財産法特修コースが開設されたことを記
念し、「知的財産の最前線」と題しまして、
特許権、著作権、商標権など知的財産権をめ
ぐる最近の話題につきまして、ビジネス、研
究、行政の立場から、それぞれ経験の豊富な
講師の方々に解説をいただきます。まず弁理
士の黒川先生からは「商標を活用したブラン
ド戦略」について、次に筑波大学の平嶋先生
からは「イノヴェーション促進と特許法の役
割」について、そして最後に本学の杉山先生
から「ネット社会における著作権制度」につ
いてご講演をいただきます。　では早速、講
演のほうに移ります。お一人目の講師、黒川
先生をご紹介させていただきます。黒川朋也
先生は、創英国際特許法律事務所の副所長で
黒　川　朋　也　
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弁理士として活躍されています。平成４年に
東京大学工学部を卒業、平成６年に東京大学
大学院工学系研究科を修了され、大手製鉄会
社を経て、現在の特許事務所に入られまし
た。平成18年からは副所長を務められており、
この間、富山大学の客員教授、日本弁理士会
の国際活動センターでさまざまな活動に従事
されています。現在は、情報処理技術や通信
技術に関する特許の出願、権利化、コンサル
ティング、意匠・商標に関する出願、権利化、
ブランド戦略に関するコンサルティングなど
を手掛けていらっしゃいます。
　本日は、商標とブランド戦略についてお話
をいただきます。黒川先生よろしくお願いい
たします。
黒川：皆さん、おはようございます。ただい
ま紹介にあずかりました、創英国際特許法律
事務所から来ました黒川といいます。よろし
くお願いします。
　今日はこんな海の日で、天気もこんなに良
くて、こんな日にこういう講義を聞くのは苦
痛かもしれませんが、できるだけ皆さんの役
に立つようなお話をきょうはさせていただき
たいと思いますので、よろしくお願いしま
す。　
　まず私は弁理士という職業なんですけれど
も、弁理士という職業をご存じの方いらっ
しゃいますか？　あんまりいらっしゃらない
ですね。これ便利屋じゃなくて、弁理士なん
ですけれども、べんりの漢字が違うんです
ね。弁理士っていうのは、簡単に言いますと、
特許とか商標とか意匠、デザインですね、工
業デザインとか、こういう知的財産の権利
化、これ特許庁に出願して、権利を取る、権
利を取得する、こういうことの手伝いをす
る。要するに企業の人があるアイデアを考え
ついた。という場合は、そのアイデアを書類
にまとめて特許庁に出願して、権利を取る、
そういう手伝いをする。あるいは、そういう
知的財産に関するもめ事が起こったときにそ
の企業の代理人として、そのもめ事を解決す
る。時には弁護士と一緒にそういう仕事をす
る、そういう知的財産権の取得やもめ事の解
決なんかを手伝う、そういう役割を持った資
格が弁理士です。
　私は弁理士という立場から、今日は知的財
産いろいろあるんですけれども、商標を活用
したブランド戦略ということで、お話をさせ
ていただきます。20分から25分くらい、私の
お話は、そのぐらいの時間ですので、どうぞ
よろしくお願いします。
　まず今日、私がお話しさせていただくこと
は、こんな感じです。まず、商標と商標権と
いうことで、商標というのはなんだろう。商
標権というのはなんだろう。それから、いわ
ゆるブランドですね。皆さんいろんなブラン
ド、きょうもブランド物のバッグとかそうい
うのを持っている人もいるかもしれないです
けれども、ブランドっていうものと商標って
いうものとの関係、これをちょっと紹介しま
す。ちょっと時間が短いので、もし時間があ
ればブランド戦略、どういうブランド戦略が
企業によってなされているか、これをちょっ
とカテゴライズして紹介していきます。これ
時間があればやります。最終的に効果的なブ
ランド戦略のためにすべきことということ
で、知的財産である商標権というのをうまく
使って、企業がもうけるためにブランドを確
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立して、どうやって、そのブランドを確立し
ていくか、そのあたりをちょっと紹介して終
わりたいと思います。
　ではまずは商標、商標権について紹介しま
す。その前に、皆さん、たぶん知的財産権と
いうものを今まで学んだことがない方が多い
と思いますので、まずは、知的財産権につい
て簡単に紹介します。今、私がこれから話そ
うとしている商標権というのは、商標につい
ての権利なんですけれども、それは知的財産
権の１つに該当します。いわゆる知的財産
権というのは…これ知的財産ですね。これ
ちょっと、特許庁のウェブサイトから引用し
ているんですけれども、特許とか、これは特
許権というのは、皆さん、特許権という言葉
は聞いたことありますかね。聞いたことない
方いらっしゃいますか？　大丈夫ですか？　
特許権というのは、これは発明ですね。技術
的なアイデア、これを考えついた人が特許庁
に出願して権利化する。その技術的アイデア
を独占するという権利ですね。それから、実
用新案権、これも技術的なアイデアを権利化
したものですし、意匠権、これは工業デザイ
ンですね。こういうパソコンのデザインと
か、いすのデザインとかそういうものを特許
庁に出願して権利化する。そういう権利で
す。それから、商標権っていうのはですね、
これは商標です。いわゆるマークです。こう
いうものがそのほかに著作権とかね、半導体
の回路とか、植物の新品種を守るとかね、な
んかこういういろいろな人が考えるアイデア
や、その商売に使うマーク、商売の信用をで
すね、こういうのを形はないんだけれども、
権利として、保護してやろう。これが簡単に
言うと知的財産権。あるいは、知的所有権と
も言います。その中の今日は、私はこの商標
権、商標法のところをやります。私のあとに、
平嶋先生と杉山先生が話すのは、特許権の話
だったり、著作権の話だったりということで
す。そういう形で、私の話を進めていきたい
と思います。これが知的財産権の全体像。
　じゃあ、商標、知的財産の１つである商標
権の対象である商標、これはなんだと。皆さ
ん商標という言葉は聞いたことない人いらっ
しゃいますか？　これ英語で言うとトレード
マークと言いますね。トレードマークといえ
ば、その辺にあるいろいろなマーク見たこと
があると思うんですけれども、ヤマダ電機と
かケンタッキーとか、とにかく、商標ってい
うのはそのマークで、それをちょっと定義付
けてみましょうか。商標っていのは、需要者、
皆さん消費者が商品やサービスを選ぶ際に目
印になるもの、これが商標と言うのでしょ
う。目印になるからこそ、皆さんはいつも買っ
ているこの商品であるということで安心して
買って、その商品についての信用がどんどん
どんどん積み重なっていくということです。
　商品やサービスを区別する目印になる商標
なんですけれども、そこから商標の機能とし
てはどういうものがあるか。これは商標って
いうのは目印になるものですから、自分とほ
かの人の商品を識別する機能なんです。こう
いうものが商標です。これを分解していく
と、出所を表示する機能。出所表示機能。そ
れから、品質を保証する機能、あるマークが
付いている商品は、これは買っても安心だ。
いつも通りの品質があるだろう。そういう保
障をする機能です。それから、マークがくっ
付いている商品はそのマークがくっ付いた商
品を買って、みんなが見ることによって、自
動的に広告宣伝になる。そういう広告宣伝の
機能というのがあります。それから商標って
いうのは、ここでお話ししておきたいこと
は、商標っていうのは、自分の商品、サービ
スとほかの人の商品サービスを選ぶ際に目印
になるのが、商標です。で、そういうものだ
からこそ、自他商品識別機能という、そうい
う機能があります。これが商標です。一般論。
　これは商標なんですけれども、先ほどの知
的財産権というように、商標権というものが
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あると言いました。商標権というのは商標に
関する権利です。その商標を独占的に使うこ
とができる権利。特許庁に出願をすることに
よって、取得することができます。ただ、な
んでもかんでも取得できるわけじゃなくて、
日本には商標に関する法律、商標法というの
がありまして、その商標法で、どういうもの
は登録して、権利にすることができるという
ことが決まっています。すなわち、商標法に
基づく、商標法上の商標ですね。これはどう
いうものかというと、基本的には、商品、サー
ビスについて使用する標章というふうに法律
では決められてきます。では標章というのは
何か。標章というのは商標法には①文字、②
図形、③記号、④立体的形状、または⑤これ
らの結合、あるいは⑥これらと色彩との結
合、これが、登録できる商標です。登録でき
る商標。私いろいろ言っていますけれども
さっきの商標と同じじゃないですか、という
人いませんか？　これ見てください。商標法
上は登録できるのは、この①から⑥に決まっ
ているわけで、だけど、自分の商品とほかの
人の商品を区別するための目印にはこれ以外
にもあるんです。例えば、音はどうですか？
　皆さん、「トゥトゥトゥトゥ♪」っていう
音を聞いたら、何を思い浮かべますか？　す
みません、私、音痴なんであんまり、思い浮
かばないかもしれないんですけれども。これ
は、インテル。インテルを思い浮かべません
か？　「トゥトゥトゥトゥ♪」っていうのは、
インテルの商品だと皆さん分かると思うんで
す。ということは、自分の商品とほかの商品
を区別するためには、この①から⑥じゃなく
てもいいんです。音でもいいんです。だけど
音は日本の商標法上は、まだ登録できませ
ん。今、ちょっといろいろ議論があって、登
録可能にしようという動きがありますけれど
も、まだ登録はできません。あと、例えば色
とかでもいいですよね。色。これで、自分の
商品とほかの商品を区別している。例えば、
フジフィルムの、今デジカメになっちゃった
ので、フィルムはあまりないですけれども、
例えば緑色のフィルムだったら、フジフィル
ムの商品だとかね、なんかこう色で区別す
るっていうのも、可能性としてはあり得る。
それからあとは、においなんかもあります
ね。こんな形で自分の商品とほかの人の商品
を区別できる目印というのは、いろいろある
んだけれども、日本で登録して、権利として、
取得できるものはこの①から⑥です。
　例えば、これあんまり法律ではこうですと
言っていたってイメージがわかないでしょう
から、こんなのが登録されている商標です。
文字、SONY、これ登録商標です。Appleの
りんごのマークとかね、三菱の３つのダイヤ
モンド、こういう記号とか、それからケンタッ
キーのカーネルサンダースおじさんの人形で
すね。これ立体的形状ですね。それから、ワ
コールのマーク、これは図形と文字と色彩と
の結合、こんなのが日本の商標法では登録し
て、商標権として権利化できるマークです。
　じゃあ、なんで今、商標権、登録して商標
権を取ることができますよと言いましたけれ
ども、なんでそういう商標権という権利を取
る必要があるのか、あるいは取ったほうがい
いのか。これは商標権というのは、こういう
効果があります。
　商標権の効力というのは、簡単に言ってし
まえば、そのマークを自分だけが使える。だ
からほかの人は同じマークを使えない。簡単
に言ってしまえば、そういう効果がありま
す。ちょっとここには、専用権と禁止権とい
うのがありますけれども、商標っていうの
は、必ず登録するときに、この商品について
このマークを使うよっていう登録の仕方をし
なきゃいけないですね。例えばパソコンにつ
いて、SONY、Ｓ、Ｏ、Ｎ、Ｙというマーク
を使うよっていう登録が取れれば、その登録
した権利者が、パソコンについてSONY っ
ていうマークを使うことを独占できるんで
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す。だけど、別の人が、ほかの商品の、例えば、
自動車にSONY って付けることはできる。簡
単に言えばそういう権利です。これが商標権
ですね。そのことを今、ちょっと難しく書い
たのがこの表で、商標、同じかあるいは似た
ような商標を使うことも排除しなければなら
ない。あるいは同じ商品、あるいは似たよう
な商品について、そのマークを使うことも排
除しなければならない。ということで、商標
権の範囲は簡単に言えば同一または類似の商
標を、同一または類似の商品または役務に使
うことを第三者が使うことを排除できる。そ
ういう権利になります。ちょっと難しい話は
さらっと流しますけれども。じゃあ商標権、
そういう商標権を取得するためには、どうし
たらいいか。これは商標を決めて開発、商標
を決めたり、デザインしたり、マークをデザ
インしてね、それから調査をして、ほかの人
が独占権を持っていないか調査をして、それ
で、特許庁に出願して、それで登録を取った
ら、そこで商標権という権利が発生します。
で、時間の目安は大体このスライドのような
感じですね。それで10年間たったら、商標
権を更新することができますから、更新して
いけば、未来永劫その権利をずっと継続して
持つことができるということです。これが商
標権についての話になるんですけれども、今
日はせっかくですから、アカデミックに、最
近の話題についてちょっと触れたいと思いま
すけど、これ、皆さんニュースなんかでよく
商標についての話題が出ることも多いと思う
んですけれども、その中でこんなのが最近大
きな話題としてあります。Mon chou chou
事件があります。これ皆さん堂島ロール、ご
存じの方いらっしゃいますか？　堂島…何人
かいらっしゃる。これ大阪ですごく有名に
なって、堂島ロールという、ロールケーキで
すけれども、それをMon chou chou って会
社が堂島ロールを出しているんですけれど
も、別の会社であるゴンチャロフ製菓という
のが、そのMon chou chouという登録商標
を持っていたんですね。持っていたのに、そ
のMon chou chouという堂島ロールを作っ
ている会社が、それを使ったところ、使って
いて、売れてきちゃったので、このゴンチャ
ロフ製菓っていうお菓子会社が商標権侵害だ
からやめなさいということで、これを訴え
た。結局堂島ロールを作っていたMon chou 
chouという会社は、Mon chou chouという
マークを使えなくなってしまいました。うち
に帰ったら堂島ロールをインターネットで検
索してみてください。Mon chou chouとい
う店の名前がMon cherという店に変わって
います。ということで、商売をやっていても、
ほかの人の商標権を侵害しちゃうと、店の名
前を変えなきゃいけないとか、その名前を使
えなくなってしまうという、そういう比較的
大きな権利です。
　もう一つ、白い恋人事件、これ皆さんご存
じですか？　最近というか、ちょっと前に話
題になりましたが、北海道の石屋製菓ってい
うのが、北海道にある「白い恋人」っていう
お菓子を、これきっと皆さんご存じだと思う
んですけれども、販売しているんですけれど
も、大阪の吉本興業がこれをちょっとパロ
ディー化したのかどうか詳細は分からないん
ですけれども、「面白い恋人」ってお菓子を
発売しました。大阪で。そうしたら、石屋製
菓は「白い恋人」の商標権を持っていますか
ら、「面白い恋人」というのは「白い恋人」
と紛らわしいから、これは商標権侵害だとい
うことで、訴えました。今これは札幌地方裁
判所で侵害かどうか審議中です。こんな事
件。
　それから、iPad事件。これは中国の話なん
ですけれども、唯冠科技っていう中国の会社
が、私はiPad っていう商標権を持っていま
す。ということで、Appleを商標権侵害で訴
えています。これはちょっといろいろ複雑な
事情があるんですけれども、訴えたのは訴え
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た。そして、Appleも戦ったんですけれども、
最終的には6,000万ドルを支払うことで和解
した。Appleが、ですよ。Appleがこの中国
の会社に6,000万ドルを支払った。これ相当
な額ですよ。要するに商標権というのは、こ
れだけ、重要な権利なんですというのをここ
で紹介したかった。
　ちょっと時間もどんどん過ぎちゃうので、
次、商標権っていうのはなんのために使うの
か。これはブランドをどんどん確立して、高
めていくために商標権っていうのは使えま
す。じゃあ、ブランドと商標の関係っていう
のを、ちょっと紹介していきましょう。
　ちまたのブランド。いわゆるブランドと言
われるものにどんなものがあるか。コカコー
ラ、スカッとさわやかなイメージですね。レ
クサス、これは、男の人はいつかは乗りたい
高級車です。ルイヴィトン、これは女性に人
気ですね。このバックを持っているだけで
幸せ。スターバックス、これもちょっとこ
う、チェーンのコーヒーショップなんだけれ
ども、ちょっと高級な感じですね。ソファが
あったりとかね。これネスレ、違いが分かる
男ゴールドブレンド、昔はやりました。ブル
ガリ、これもちょっと高級なイメージです
ね。バイオ、スタイリッシュな感じ。パナソ
ニック、頑丈だというイメージがあります。
帝国ホテル、ちょっと泊まってみたい、高価
な感じ。まぁ、こんなのを見るとブランドと
いうのは、そういうイメージがあったりとい
うのが分かります。で、ブランドっていうの
は、じゃあ、どういうものかというと、定義
はないんですけれども、ブランドっていうの
はこういうものだと、私は考えています。ブ
ランドっていうのは、企業とか商品イメージ
を形成する無形資産の集合です。無形資産と
しては、その企業が商品イメージを形成する
商号だったり、商標であったり、商品デザイ
ン、それから包装デザイン、店舗デザイン、
広告、企業理念、それから、ビジネスモデル
や営業ノウハウ、それから技術なんかもあげ
られる。こういう、無形の資産の集合体がブ
ランド。じゃあ、商標ってなんでしょう。商
標はそのブランドを表象するための文字、図
形その他のもの。要するにブランドは無形資
産の集合なんで、目に見えないんです。そう
いうの、目に見えないものを、何か目に見え
るあるいは感じ取れるもので、ぱっと連想さ
せるようなそのマーク、それが商標です。だ
から、そのマークにどんどんどんどん、こう
イメージを蓄積させることによって、ブラン
ド価値が高まる。というような関係にあると
思います。いいですか？
　じゃあ、やっぱりここも言葉だけじゃイ
メージがわかないと思って、具体例をちょっ
と用意してきました。
　例えばスターバックス。皆さんこれ一度は
見たことがあると思うんですけれども、ス
ターバックスのマークですね。これはマーク
ですけれども、これは商標ですね。これに対
して、これを見たら皆さん何をイメージしま
すか？　例えば、おしゃれな店舗ですとか、
ゆったりとしたソファ、高級感、本格的な味
のコーヒー、香ばしいコーヒーの香り、甘い
フラぺチーノの香りですね。小腹がすいたと
きのスコーン、スターバックスヴィア、持ち
帰りのコーヒーですね、それから、マイカッ
プ持参で20円OFFというサービスがある。そ
れから、どこにでもあって、便利。それから、
コーヒーの抽出方法の特許なんかも持ってい
ます。それから店員の笑顔。こんなイメージ
の集合体がブランドです。ということです
ね。だから、ブランドっていうのはイメージ
で、そのイメージを蓄積した目に見える、あ
るいは、耳に聞こえる表象されたものが、商
標。こういう関係にあるということです。じゃ
あ、商標使ってブランドを育てていくことに
よって、何がいいのか、なんでそんなことを
やらなきゃいけないのか。じゃあ、ブランド
の効用っていうのがあるでしょ。じゃあブラ
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ンドを立ち上げると、ブランドを育てると、
何がいいことがあるのか。
　１つ目は顧客吸引力の獲得です。これは、
ブランドがあると、今まで行ったことなくて
も、ちょっと入ってみようとか、いうことに
なる。買ってみようかということになりま
す。だから、顧客を吸引してくれる。2つ目
はプレミアム価格の獲得。これはブランドが
育っていくと、たとえ高くても買ってしま
う。皆さん、ルイヴィトンとかシャネルとか
のバックを持っている方、いると思うんです
けれども、高いのに買っちゃいますね。これ
がプレミアム価格です。それから、３つ目は
顧客ロイヤリティの獲得。これは新たなお客
を引き付けるんじゃなくて、何度でも買って
くれる。何度でもサービスを受けに来てくれ
る。こういう効果があります。ブランドには。
　ちょっと実験してみましょうか。あなたな
らどちらを買いますか実験というのがあるん
ですけれども、これいろんなところでやっ
ていますけどね。左側はブレンドコーヒー、
ちょっとどこのメーカーが出してるか分かん
ないですけれどね。右側はネスカフェ、生豆
ブレンド、ポリフェノール2倍。こういう
コーヒーなんです。この2本のコーヒーを皆
さん飲み比べたことがある人、ちょっと手を
あげてください。いませんね。ということは、
皆さん、この2つの味は知らないという前提
で聞きます。じゃあ、缶コーヒー飲みたいな
と思ったときに、この2本のうちどちらを買
いますか？　左側のブレンドコーヒーを買う
という方、手をあげてください。５人。は
い。じゃあ、ネスレ、生豆ブレンドを買うと
いう方、手をあげてください。はい。ありが
とうございます。圧倒的多数ですね。ありが
とうございます。じゃあ、これ、10円安くし
ましょう。今、ブレンドコーヒー 90円です。
こうなったら、左側のブレンドコーヒーを買
うという方、さっきの５人も含めてちょっと
手をあげてくれますか？　ありがとうござい
ます。17、18人ですね。これでもまだネスカ
フェ生豆ブレンドを買う方、手をあげてくだ
さい。まだだいぶいますね。はい、ありがと
うございます。80円にしましょう。これなら
ブレンドコーヒー左側を買うという方、先ほ
どの17人も含めて手をあげてもらえますか？
　はい。ありがとうございます。じゃあ、ネ
スレのほう買う方。ありがとうございます。
これでまだ６対４ぐらいですね。70円にしま
しょう、ブレンドコーヒー左側を買う方、あ
りがとうございます。じゃあ、ネスレを買う
方、まだいますね。これで半分ぐらいですね。
半々ぐらいです。ということで、実験した結
果、味も知らないのに、ネスレというだけ
で、30円の差が出るんです。100円のうちの
30円ですよ。だから、ネスレという名前のブ
ランド価値が100円のうちの30円だと言えま
す。だから、ブランドを育てると、高くても
買ってもらえるということが、今ここで実証
されました。これは面白いんですけれども、
私、大阪でこれと同じ質問をしたんです。す
ると、大阪だと90円の時点で大体半分です。
で、東京でやると大体60円ぐらいまでいきま
すね。だからこの辺はその中間、より東京に
ちょっと近いです。
　こんな形でブランドっていうのはこういう
パワーだということを知っておいてくださ
い。ちょっと時間もきましたので、このブラ
ンド戦略のカテゴライズというのは簡単にい
きますと、ブランド戦略っていうのはいろい
ろありまして、そのブランドをどう育ててい
くか、これはいろいろな戦略があります。１
つは、マルチブランド戦略、もう一つはワン
ブランド戦略、もう一つはブランドアンブレ
ラ戦略と言って、マルチブランド戦略という
のは、１つの企業でもいろいろなペットネー
ムと言うんですか、商品ごとにブランドを育
てていく戦略。これによって、リスク分散が
図れたりとか、商品ごとのイメージを変えら
れるというのがあります。それに対して、企
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業で１つのブランドを育てていく。これがワ
ンブランド戦略ですね。例えば、プジョーと
いう車は、いろんな車を出しているんですけ
れども、それはもう型番だけで、みんなプ
ジョーブランドです。これに対してトヨタは
ちょっと違うんです。トヨタはカローラ、い
ろいろ車ごとに名前を付けて、ブランド戦略
を立てている。それからブランドアンブレラ
戦略というのは、ワンブランド戦略とマルチ
ブランド戦略の中間みたいな感じで、１つの
核となる、SONYならSONYというマークに
対して、ソニー銀行とかソニーミュージック
だとか、そういう形でグループ感を出しなが
ら、それぞれのブランドを育てる。こんな戦
略です。
　あとブランドといっても、どこの会社とい
うか、商標といってもどこの会社がそれを
作っているかというところまでは識別できな
くてもいいんですね。商標っていうのは、必
ず自分が作っているのとほかの人の商品とを
区別できればいいのであって、どの会社が
作っているというところまでは識別できなく
てもいいということで、いろいろな商品ごと
に有名な、商品名ありますけれども、これら
は商品名がブランドとして立ち上がってき
て、その背後に控えているこれを作っている
会社はどうも分からない、というようなもの
もあります。これは、商品がブランド化して
いるということなんです。これ皆さん、結構
作っている会社とか分からないと思うんです
けれども。例えばフリスキー、これはペット
フードなんですけれども、フリスキーって有
名ですよね。「猫大好き、フリスキー♪」とか、
またちょっと歌っちゃいましたけれど。これ
はどこの会社が作っているか知っている方い
らっしゃいますか？　自信を持って答えられ
る方？　これはネスレが作っています。ネス
レ。例えば三ツ矢サイダー。これどこの会社
が今売っているか、自信を持って答えられる
方いらっしゃいますか？　三ツ矢サイダー。
これはアサヒですね。アサヒ。それからクリ
ネックス。これクリネックスのティッシュは
有名ですけれども、これどこの会社が作って
いるか知っている方いらっしゃいますか？　
自信を持って答えられる方。これ日本製紙で
すね。日本製紙。こんな形で商品として、ブ
ランドが立ち上がってくると、それを誰が
作っているか分からなくなってしまいます。
それが、言ってみれば、マルチブランドの効
果ということです。こんな形でいろいろブラ
ンド戦略っていうのは、企業それぞれにある
んですけれども、最後に効果的なブランド戦
略のためにブランド価値を維持して、高めて
いくためには、まずは一番最初に話した商標
権という権利を取って、ほかの人が入ってく
るのを排除して、それで、ブランド戦略を考
えながらブランドを立ち上げていく。そし
て、ほかの人が模倣商標とか類似商標を使っ
てきたらそれを積極的に排除して、ブランド
を立ち上げていくということが必要です。
　ということで、きょう私は、商標、知的財
産の中でも商標についてブランドとの関係に
ついてお話ししました。どうもご静聴ありが
とうございました。
児玉：黒川先生、ありがとうございました。
目に見えないブランドどのように商標として
権利化していくのかについて具体例をあげて
分かりやすくご説明いただきました。続い
て、特許法に関して平嶋先生からお話をいた
だきます。
　平嶋先生についてご紹介いたします。平嶋
竜太先生は、筑波大学大学院ビジネス科学研
究科の教授で、知的財産法がご専門です。平
成５年に東京大学工学部を卒業、平成７年に
東京大学大学院法学政治学研究科修士課程を
修了され、平成10年に東京大学大学院工学系
研究科博士課程を修了されました。東京大
学、早稲田大学で助手を務め、平成11年より
筑波大学の助教授、現在は教授として教壇に
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立たれています。研究業績には、『システム
LSIの保護法制』、『先端科学技術と知的財産
権』、『ライセンス契約』、『知的財産権研究』、
『特許権侵害訴訟の実務』、『著作権ビジネス
の議論と実践』等、多数の著書・論文がござ
います。それでは平嶋先生、よろしくお願い
いたします。
平嶋：筑波大学の平嶋です。先ほど黒川先生
が非常に分かりやすくて、しかも非常に身近
なところからお話をいただきまして、その次
の役回りということで非常に厳しいところで
すけれども、私の方では、「イノヴェーショ
ンの促進と特許法の役割」というタイトルを
あげておりまして、正直申しまして結構難し
い内容の話となってしまいます。いきなり特
許法を巡る話のタイトルを設定しておるわけ
ですけれども、ただ、実は話の本質としては
必ずしもあまり細かいことにこだわる必要は
なく、ある意味では身近な話にもつながりま
す。大学というところは、非常に分かりやす
くて面白い話を聞くことのできるところでも
あるし、逆に面白くない話を我慢して聞いて
いるうちにいつの日か後になってからそれが
実は面白いことがわかったというきっかけを
得るところでもあります。学部生の方は、特
許法の話なんてそもそもまだ聞いたことがな
いという方も多いと思うので、今のところ、
実は話の内容がよく分からないということも
あるかもしれませんけれども、そのうち、そ
うか昔そういう話を聞いたなということで、
ふとしたときに今日の話のことが思い付くと
いうこともあるかと思います。そのようなこ
とから、ひょっとすると将来何かの役に立つ
かもしれないということで、ちょっと退屈な
話かと思いますけれども、そこは、ちょっと
我慢して聞いてみてください。
　できるだけ、細かいことをはしょって話そ
うと思います。時間的にあまり余裕がなく、
用意した内容をまともに説明していくと、た
ぶん弁理士さんとか弁護士さんの集まりのよ
うなところで話していくと１時間ぐらいはか
けて話す内容になるのですが、これを20分ぐ
らいで非常に凝縮して話すようなものですの
で、かなり省略していきます。
　実は本日の話のテーマについて、最初に、
ややこしいことが書いてあるのですけれど
も、非常に簡単にまとめると、特許法がイノ
ヴェーションの促進にとってどんな意味があ
るのか？という話を考えるということがテー
マです。そこの話をするのに、特許法とはど
ういう法制度なのかということを、もちろん
ある程度分かっておく必要があります。そう
いうことがありますので、最初に、特許法と
いうのはどういうものかというのを、ごく簡
単にご説明しようと思います。
　それで、先ほど黒川先生から最初に分かり
やすくお話をいただいているように、商標と
いうのは結局フリスキーとかスターバックス
といった、いわばマークを保護する法制度
だったのですけれども、それでは特許法とは
何を保護させるのか？というと、これは発明
を保護する法制度であると。では、発明とは
何か？というと、一般的には、エジソンとか、
昔の偉大な発明家の話が引き合いに出てきた
り、あるいは、町の発明家と称して怪しい人
がいるとか、そういったことになるのですけ
れども、実は特許法で用いられている「発明」
という言葉は技術的なアイデアを意味するも
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のです。例えば携帯電話の通話を処理する機
能とか、それからインターネットに接続する
機能、あるいは、そういったシステム、あ
るいは自動車であるとか、DVDの機械とか、
そういった機械等の技術的なアイデアといっ
たものを保護する目的の法制度が特許制度で
す。ですから、ある発明に相当する技術的ア
イデアがあれば、そのアイデアを使った製品
というのはすべてその発明を使ったものとい
うことになりますから、特許法の保護の対象
になりうるともいえます。
　最近よく耳にすることも多く、そういうこ
とにちょっと興味のある方は多分ご存じかも
しれませんけれども、iPadという－Appleの
作っているやつですけれども、iPadを開発
したAppleが、サムソンという韓国の会社を
相手に、アメリカなどで特許権侵害の訴訟を
提起しているということが話題となっていま
す。iPadの中に組み込まれている技術につ
いてはAppleが特許権を持っているので、サ
ムソンが例えば同じような情報端末のような
ものに、同様の技術を使っているということ
で、Appleが特許権を有している技術的なア
イデアをサムソンは勝手に使っているとし
て、特許権の侵害を主張しているということ
です。サムソンの側は、いやアイデアとして
はAppleの特許による保護の対象とは別もの
だということでAppleの特許権の侵害はして
いないと反論していることから、裁判所で争
われている訳です。
　以上のような次第で、特許法というのは、
そういった技術的なアイデアを法的に保護す
る制度であるというふうに簡単に考えていた
だければよいと思います。そういう技術的な
アイデアを法的に保護する制度が特許法です
けれども、そういう法制度が今現在、日本に
あるというわけですね。
　例えば法制度っていうと、大きな体系とし
て民法という法制度があります。例えば、勝
手に私がこのマイクをこのまま持って帰って
しまったとしますと、これは白鷗大学の所有
物ですから、白鷗大学に民法にいう所有権が
ありますので、そのような私の行為は、白鷗
大学の所有権を侵害する行為であるというこ
とで、白鷗大学が民事訴訟を起こして私に対
して「マイクを返せ」と言ってくるかもしれ
ないということになりますが、それは日本に
民法という法制度があって、これは私のも
の、それはあなたのものっていうことが、法
制度によってちゃんと決められていて国家が
それを保障する仕組みができているからとい
うことになるわけなのですけれども、特許法
もある意味でそのような制度の延長線上にあ
るともいえるのであって、あるアイデアにつ
いては誰それさんが創作したアイデアという
ことで、特許権という権利を取ることができ
る場合があります。仮に特許権という権利が
与えられますと、基本的に一定の期間、特許
出願から20年という限られた期間ではあるの
ですが、その間はそのアイデアについてはそ
の権利を持っている人しか使えません。この
マイクは白鷗大学の所有権だから、私が勝手
に家に持って帰って使えないという先ほどの
話と似たような形になるわけですけれども、
そういった形でアイデアを保護していること
になります。アイデアは目に見えないものだ
けれども、目に見えるものと同じように法的
には一定のものが保護され、そのような仕組
みである法制度が特許制度ということになる
わけです。
　それでは、そのような法制度である特許法
がイノヴェーションの促進に役に立つのかと
いうお話ですね。そもそも、イノヴェーショ
ンとは何かっていう話なのですけれども、イ
ノヴェーションという言葉について、私も黒
川先生をマネして皆さんに聞いてみたいと思
います。イノヴェーションという言葉は聞い
たことある方っておられますか？　あまり聞
いた方はおられないでしょうか。先ほどのブ
ランドの名前とかスターバックスみたいには
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聞かないと思います。
　イノヴェーションという言葉は、経済とか
経営とかを勉強しておられると割合知ってい
る人も多いかと思います。それから、学生の
方は企業に入られたらイノヴェーションとい
う言葉を聞くかもしれませんが、要は、ここ
に書いてあるように、様々な物事を革新す
る、新しくするということであって、いわゆ
る技術革新ということをもって、イノヴェー
ションという言葉が用いられる場合が非常に
多いわけです。ただ、実際はもっと、ものす
ごく広い概念の言葉です。例えば、昔、江
戸時代の人は江戸から都の京都まで行くの
に、籠に乗って行くとかですね、歩いて行く
ということだったのが、今は新幹線で行くと
か。それから飛行機で行くとかいう形もあり
ます。すると、移動手段としてみると、江戸
時代では１週間かかっていたのが、2時間30
分で行けるようになったとかいう話にもなり
ますし、それから、今みたいにインターネッ
トを使えば、アメリカで公開された音楽コン
テンツを自分の手元のパソコンに瞬時にダウ
ンロードして聞くことができます。昔だった
ら、音楽を記録したディスクを船便や航空便
で取り寄せて初めて自分のパソコンで聞くこ
とができたわけです。
　こういう次第で、今までは到底できなかっ
たようなことが、革新的な技術進歩が実現・
普及することによってできるという現象が、
いうなればイノヴェーションの典型例であり
まして、実はわれわれの今の生活の周りをみ
ても、例えば、古代人は火を使うという際に
でも、石をちゃかちゃかと使って火を起こし
ていたのが、今ではもうカチャっとスイッチ
を入れるだけでコンロから火が出るというよ
うに大きく変わっているのであって、そうい
うことも含めて我々の生活自体がすべて過去
からのイノヴェーションの蓄積の上に成り
立っているのであります。
　従って、あらゆるものについて、これまで
にない革新的なものが出来上がって、それが
広く普及してわれわれの生活が変わっていく
ということが、いわゆるイノヴェーションっ
ていう現象なのですね。それで、これを学問
的に考えてゆくと、イノヴェーションってい
うものが社会にどういう影響を与えるのか、
とか、イノヴェーションが促進されることが
経済を発展させ、一国の経済が豊かになりま
すと－今、日本では消費税率の値上げが話題
を呼んでおりますが―例えば、日本が豊かに
なれば、消費税率を値上げしなくても税収が
上がってきて、われわれの生活も豊かになる
かもしれないし、場合によっては、大学授業
料もタダになるかもしれない、そういった形
で、イノヴェーションが促進されることで、
国民の生活水準が上がってくる、あるいは、
経済成長に寄与する現象をイノヴェーション
は起こしうるといえるのです。
　他方で、先ほど申し上げた特許法とは、発
明という技術的アイデアを保護するだけの法
制度です。一定の優れた発明が創作されたら
法的に保護するだけの制度だということで
す。そのような制度がイノヴェーションとい
う、先ほど申し上げたような世の中を劇的に
変えるような現象にとってどれだけ影響を与
えるのかということを考えようというわけで
す。どれだけ影響するのか？ということなの
ですが、例えば、もし特許制度を改善すれば、
先ほど言ったイノヴェーションという現象が
劇的に増えるのであろうか？もし、増えるの
であったら特許法を積極的に良い方向へ変え
ていけば、イノヴェーションが多く起きて世
の中の景気が良くなって、消費税も払わなく
て良くなるとか……みんな絵空事ですけれど
も、そういうことも起こるかもしれないとい
う話になるわけです。そこで、特許法は果た
して、イノヴェーションに影響するのかしな
いのか、ということを考えましょうというの
でいろいろな学者が研究を行っているところ
かと思います。そこで、今まで様々な研究成
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果が出てきたのですがこの辺はもう割愛しま
す。要するに、理論研究であるとか実際に沢
山データを取りました、というような研究を
進めてきて、アメリカでは、様々な大学が調
査研究を重ねてきているのですけれども、そ
の実どうなのかは今のところよく分からない
のです。つまり、特許法を変えることによっ
て、先ほど申したイノヴェーションという技
術革新が起こるという現象が劇的に起こるの
か、実は多くの方が相当がんばって研究した
けれども、よく分からないというのが、今の
状況であります。ただ全般的に言えることと
しては、特許法というのは、イノヴェーショ
ンの促進にとって確かにある程度は役に立
つ、技術が進歩するのにとって、技術的なア
イデアを保護する法制度がある方が、イノ
ヴェーションの促進にとってある程度役に立
つことは確かだけれども、果たして決め手に
なるのかどうかというのは、実のところはよ
く分からないというのが、現時点での研究の
成果ですね。
　それでは、特許制度がイノヴェーションに
どうやって影響するのかということで考える
と、一応３つぐらいの段階で影響するだろう
ということが言われております。これは先ほ
ど申したように、技術的なアイデアが法的に
保護される制度があることによって、法的に
ちゃんと保護されるのであったら、本来なら
隠しておきたいけれども、ほかの人にも教え
てあげましょう、ほかの人に教えてあげて仮
にも誰かが勝手に使うということがあって
も、先ほどのように特許法という法制度の下
で保護が与えられるから、勝手に使うなと
いって止めさせるように主張できるわけです
ね。そういう形で、優れたアイデアの社会へ
の公開を促進するという意味では、それなり
に意義があるのではないのかという話がまず
あります。それから、特許権という権利が与
えられますと、もうすでにこのアイデアはこ
の人の特許権が成立しているということが
はっきりしますから、そうすると、ほかの人
はですね、同じような技術的アイデアを開発
しよう、という二度手間のようなことをする
必要がなくなるという意味でも無駄が生じな
いということです。要するにすでにほかの人
が手を付けていることが誰でもわかるように
なるので、そこに敢えてコストをかけること
はやめようという話になるわけですね。そう
すると無駄な投資が防止されるから、未だ取
り組まれていないようなことに投資が向けら
れる可能性が生じるという意味では、意味が
あるのではないのかということです。これが
二つ目の話。それで３つ目の話としては、こ
れは、製品化の促進ということで、それこそ
先ほどのiPadについての特許ではないです
けれども、ある中心となる技術について特許
を取っておきますと、その技術的アイデアに
ついては、特許権者である会社が有するとい
うことになりますから、それをもとにさらな
る技術の開発やその技術の製品化をどんどん
進めていくことがしやすくなるということで
す。例えば先ほど言ったようにサムスンのよ
うな競合企業が、同じような製品を作ってき
たときも、その技術については既にAppleが
特許権を持っているから、使うなということ
が言えるかもしれない、ということで、そう
すると、その会社はさらに継続的な投資を進
めて製品化を進めていくことも安心してでき
るだろうということであります。大体以上の
ような３つぐらいの局面でイノヴェーション
という、いわば技術革新にとって、特許法と
いう法制度がもたらしうる影響として指摘さ
れているわけです。ただ、本当にそれが確定
的な結論であるのかというのは、実はよく分
からないという話なのですね。
　それで、最近日本の特許庁でもイノヴェー
ションと特許制度あるいは知財政策というの
を考えようということで、特許制度を改善す
ればイノヴェーションが促進するのかもしれ
ないということで、いろいろと研究を進めて
− 13 −
知的財産の最前線
おりまして、例えば、特許庁の役割機能の仕
組み等を変えていけば、イノヴェーションの
促進が実現されるのではないのかといったよ
うな提言はされております。ただ先ほど言い
ましたように、今までの研究でもどれだけ役
に立つのかというのは正確なところは分から
ないという話ですから、あくまで、こういう
方向性が望ましいのではないのかということ
を提言しているだけで、これをやれば、先ほ
ど言った技術革新が確実に起こって、日本が
これから目覚ましい経済成長をしていく可能
性が出てくるのかという確証はないというの
が現状であります。ただ、傾向としてそうい
う方向性はあるのではないのかということで
すね。
　非常に分かりにくい話になってしまうので
すけれども、それでは、現在の特許制度とは、
本当にイノヴェーションの促進にとって根拠
をもっているのかということを、一応理論的
な話として考え直しましょうということであ
ります。今までご紹介した話は、例えばアメ
リカでの制度の話であるとか、それから、調
査、様々な会社にアンケートを採って、特許
制度が存在するから発明の創作を一生懸命す
るのか？とか、特許制度がなかったら新しい
技術の開発をやめますか？というような、い
ろんな項目のアンケートを採って、それで、
今の日本の特許法からみて、イノヴェーショ
ンに特許制度がどのぐらい影響するのかとい
うことを考えてみようということです。この
辺の話は、実はとても細かい話であります。
それから、先ほど申し上げたように、聞いた
ことある方もいるかもしれませんけれども、
行政法という法分野にも関わる話ですので、
細かい説明は省いていきます。
　先ほど申し上げたように、特許権とは技術
的アイデアを保護する権利であります。アイ
デアを保護する権利であるのですけれども、
実は特許権というのは、ご存じの方もいるか
と思いますけれど、こういう発明をしました
よということで、特許庁に出願をして、多く
の場合は黒川先生のような弁理士の先生に書
類作成をはじめとする依頼をして特許庁に出
願というのをするわけですね。それで、特許
庁の専門家である審査官がそれを審査して、
法的にこれに対して特許を与えてもOKだと
いう判断がなされれば特許権という権利が与
えられます。けれども、法的に認められない
という結論となったら特許権は発生しないと
いうことです。技術的なアイデアが法的に保
護されるという話は、特許権という権利が与
えられた場合に初めて保護されるという話で
すから、特許権が与えられなければそもそも
法的には積極的には保護されないという話に
なるわけです。
　ところが、特許権の前にもう一つ非常にや
やこしい話であるので、以下では一応そうい
う言葉があると思っていただければいいで
す。特許権という権利に近い権利が実は発明
を考え出したその瞬間に、実は、その発明を
考えた人に原始的に生まれるということに
なっています。法的にはそういう理屈で説明
するのですが、ある発明を考えだしましたと
いうときに、その人の頭の中にひらめいて出
来上がったときに、「特許を受ける権利」と
いう権利が法律上は生まれるわけです。そし
て、実はこの「特許を受ける権利」というも
のに基づいて特許権というのが出来上がって
くるという過程を通っていくわけですね。先
ほど言ったように、特許権という権利になら
ないと実際の発明は積極的には保護されない
のですが、法的には、その前に「特許を受け
る権利」という権利が、何もしなくても勝手
に発生するという状態になっているわけで
す。ただ、「特許を受ける権利」というだけ
では、先ほど言ったように、発明の保護を受
ける権利としては非常に不十分でして、その
発明を勝手に誰かが使っちゃったということ
であっても、「特許を受ける権利」を持って
いることを理由として、その発明を使うなと
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いうことを言えるかというと、これは言えな
いわけですね。これは非常に弱い権利でし
て、例えば、勝手に誰かが使ったときにそれ
をやめろと言う、差止請求権という言葉で言
われますけれども、そういうものは行使がで
きないということです。従ってそうすると、
このままでは技術的アイデアは法的に保護を
十分には受けられないということで、先ほど
言ったように特許権に変えることが必要に
なってくる。そのため、先ほど言ったように、
弁理士の先生に頼んで特許庁という役所に出
願して、「特許を受ける権利」を特許権に替
えてほしい、要するに「特許を受ける権利」
から、特許権に書き変えてほしいという、手
続きを行うということが必要になってくるの
です。すると、できるものならば「特許を受
ける権利」から特許権に変えたいというよう
に誰でも思うわけでして、勝手に放っておく
と、これは自称特許権というものがぼこぼこ
いくらでも生まれちゃうわけですね。ところ
がそれを放っておきますと、これはもうみん
な勝手に、どんな発明であっても、すでに世
の中みんな知っているという技術であろうが
特許権を勝手にみんな取ってしまって、裁判
所に行って、あいつは特許権侵害だと、みん
な主張し始める可能性が出てきて、これでは
世の中が混乱してしまうということになって
しまいまして、却って特許制度なんてものは
ないほうがいいのではないかという話になる
わけですね。それを避けるために、特許法は、
どういう条件だったら、「特許を受ける権利」
から特許権に置き換えができますということ
を認めるのか、ということをきっちりと法律
で定めているわけです。要するに勝手に特許
権に変えることができない仕組みをおいてい
るわけですね。
　例えば特許法で保護される対象がどういう
ものでなくてはだめだとか、どういう形で技
術的なアイデアが実現されてなくてはならな
いだとか、それから技術的なアイデアを生み
出したというだけではだめで具体的にどうい
う内容なのかということも特許庁に出願する
書類にちゃんと書いていなければならないと
いうような仕組みもあるわけです。それで、
「特許を受ける権利」から特許権に入れ替え
る作業をやるわけですけれども、これをやる
のはすごく専門的な話なので、特許庁という
役所をおいて、そこに審査官という人を雇っ
て、その人に「特許を受ける権利」から特許
権に書き変えをしていいかどうかということ
を審査させる。要するに、「特許を受ける権
利」から特許権に変えるということが妥当か
どうかを判断させるというお役目を審査官に
与えているということです。そうすると、確
かに特許権というのは、審査官が「特許を受
ける権利」から特許権に変えてよいという判
断を一旦は下すことで成立するわけですけれ
ども、特許権に置き換わったからといって、
絶対的に強い、特許権の対象となった技術的
アイデアを権利者以外は絶対に使えないとい
う強烈に強い権利を、特許庁審査官が、例え
ば、出願をしてきた人が気に入ったから特許
権を与える、こいつは気にくわないから与え
ないとか、そういう形で自分勝手に判断して
いいのかということではないのであって、特
許法で定められた法的な決まりを充たしてい
れば認めるし、片や充たしていないのだった
ら、それは認めないというように決めていく
ということですし、特許権で保護された技術
的アイデアは必ずしも絶対に権利者以外は誰
もが使えないというような強烈に強い権利を
与えているということでもないのです。行政
庁である、特許庁という役所が、自分たちの
判断で勝手にこの発明の技術的アイデアにつ
いては優れていると評価するので特許権を与
えるけれども、そうでないものは特許権を与
えないというようなことを決めて、特許権を
与えるというわけにはいかないということで
すね。
　そうすると、そのような仕組みがあるわけ
− 15 −
知的財産の最前線
だから、イノヴェーションの話との関連を考
えると、特許法という法律が決めた条件に
沿っているものでなければ、いくら特許庁が
この技術的アイデアはものすごくビジネスと
しては有望だとか、これが世の中に普及した
らものすごく経済が活性化するだろうと思っ
たとしても、結局のところ法的な要件を充た
さないのだったら、それにはやはり特許権は
与えられないという話になります。ですか
ら、結局、イノヴェーションという、世の中
の技術が進んで格段に人々の生活が影響を及
ぼすという現象と、ある技術的アイデアとい
うものに対して特許法が特許権を与えて保護
するという話の両者については必ずしも連動
しているとはいえないわけなのですね。そう
いったことがありまして、実は特許法を調整
することによってイノヴェーションを促進す
るということは、そう簡単にいかないという
ことです。つまりイノヴェーション促進に
よって世の中の人々の生活を改善する方向へ
と変えること自体は素晴らしいということか
もしれませんが、特許法が保護を与える技術
的アイデアは、残念ながら必ずしもそれと連
動していないということもあります。もちろ
ん、そのような状態は避けるべきで両者が連
動するようにしなくてはならないという考え
もあるわけですから、例えば現時点での特許
法によって保護される対象の範囲を見直そう
という提案も当然出てくるわけですね。
　技術的アイデアは特許法が保護すると先ほ
ど言いましたけれども、実際はいろんな制限
があって、例えば、お店にたくさんの人が行
列しているとなんとなく並びたくなるという
心理が、かなり多くの人間はそういう無意識
な感覚を持っているのかもしれませんけれど
も、そうすると商売している人からすると、
そのような人間の心理を利用することは売り
上げを上げる道具になるということで、そう
いう人間の心理メカニズムを使った、「人の
行列を用いて商売の売り上げを上げる方法」
などというアイデアは、おそらく経済的には
非常に意味があることですね。ところが、日
本の特許法では、法律的な意味での「発明」
でないと保護されないということで、先ほど
のアイデアのように実際にいかに商売上は役
に立つアイデアであっても特許法では保護さ
れなというのが数多くあります。従って、特
許法による保護の限界というものがあるとい
えます。世の中にいくら役に立つアイデアで
あっても保護されないかもしれないというこ
とです。
　それから、最近iPS細胞という言葉を聞い
たことがある人もいるかもしれませんけれど
も、人間の細胞を取っておいて、それを用い
ることで、自分が病気になったときに、そこ
の細胞を増殖させて、例えば胃がんで、胃を
取らなきゃいけなくなったが、そういうとき
に胃がなくなると困るから、自分の皮膚の細
胞を増やしていって、自分の胃をもう１回
作ってですね、もう１回ちゃんと胃をくっつ
ける、そういう、まるで夢のような話もひょっ
とすると可能になるかもしれないという技術
があるわけですけれども、今の日本の特許法
で厳密に言うと、そういう技術を用いた医療
自体の方法については、日本の特許法は保護
しないということになっています。そうする
といかに世の中に役に立ちそうな技術的アイ
デアであっても特許法では保護されませんと
いう現象が、ここでもありうるということで
す。
　それから特許権という権利をあまり強くし
すぎますと、問題が起こることも考えられま
す。世の中にある、いろいろな技術というの
は、様々な人の技術を組み合わせて「合わせ
技１本」で初めて役に立つものが出来上がる
ということもいっぱいあるわけですから、そ
のうちの１つの技術について、特許権をもっ
ているから他人には絶対に使わせないという
頑固な人がいたら、いくらそれ以外の技術が
優れていても、そのうちのたった一つの技術
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が使えない限りは、製品としては成り立たな
いということもありますから、特許法がいく
ら技術的なアイデアを法的に保護する制度と
はいえ、あまり保護を強くしすぎてしまうと
弊害も起こるということですね。従って、そ
ういう効果も考える必要があるので、必ずし
も一方的に保護を強くすればいいというもの
でもなくて、強くしすぎると却って技術進歩
というものが進まなくなる可能性もあるとい
うことです。
　また、特許権を取るときに特許庁という役
所とのやり取りに時間がかかるという話もあ
りまして、それに係る時間をできるだけ短く
した方がよいのではないのかという話もあり
ます。ただ、たぶんこれもやみくもに速くす
ればいいというものではなくて、急がせるだ
けでは特許庁の審査官も正確な審査ができな
いということになるのでは、きちんとした特
許権を与えることができなくなってしまうの
ではないのかという問題も出てきているとい
うことで、それはそれでまた別の問題になる
のだろうと思います。細かい話については省
略しますけれども、そういうふうな話で見て
いきますと、今の特許法の仕組みから見た
ら、技術革新やイノヴェーションという現象
－世の中の技術が進んで、生活の質が飛躍的
に向上するという話－にとって、特許法とい
う制度はある程度役には立つかもしれないけ
れども、やはり必ずしも直結的に、即効性を
もって役に立つという話にはならないという
ことになるわけですね。先ほど最初にご紹介
したように、アメリカの研究機関とかいろい
ろな研究組織がこれまで何十年も研究してき
た結論と比べても実はあまり変わらないので
すけれども、つまり日本の特許制度の仕組み
からしても、特許制度がイノヴェーション促
進にとって必ずしも直接的に影響するとはい
えないということになります。
　ただ、それでは、特許法は役立たずの法制
度なのかというと、そうとも言い切れないと
思います。技術的アイデアがきちんと法律で
保護されることによって、それでは、そのよ
うなアイデアを積極的に世の中に公開しよう
という人も出てくるわけですから、ある程度
は役に立つとはいえるわけであります。
　また、もともとイノヴェーションというの
は、発明を法的に保護することだけで、そん
なに活発に促進されるような簡単な話ではな
いであろうということは、ある意味直感的な
感覚としてもわかるわけでして、別に特許権
で保護されなくても、世の中にいる発明家の
ような物好きな人は、何か面白いもの考えよ
うといろいろとチャレンジするでしょうし、
それから、ビジネスを興そうという人たちは
何か新しい仕組みを考えようという意欲にあ
ふれているわけでして、そういう人たちの中
には金もうけをしようっていう―もちろん、
一山当ててやろうという人も少なからずはい
るでしょうけれども―だけじゃなくて、本当
に面白いことをやろうという人も多くいるわ
けですね。そういう人たちの試みの蓄積の中
でいろいろなイノヴェーションが生み出され
るということでしょうから、特許制度という
１つの法制度を少しぐらいいじったぐらいで
イノヴェーションの促進に即効性があるとい
う話にはなりにくいということです。だから
といって、それでは特許制度はイノヴェー
ション促進に無縁ということはなく、イノ
ヴェーションを起こしうる立場の人たち、例
えば企業の人間や発明を創作する人たちが、
特許制度というものがどういうものかよく分
かった上で使ってゆくのであれば、次第に特
許制度はイノヴェーション促進に役立てられ
てくるということにもなってくるわけです。
そういうことで、もしこういうテーマにご関
心がある方は、イノヴェーション促進という
ものに役立てる形で特許制度を使うという使
い手として積極的に参加していただいたら、
非常に面白い活動ができるのではないのかと
いうふうに思います。
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　ちょっと長くなりましたけれども、以上で
終わります。
児玉：平嶋先生、ありがとうございました。
それでは最後に、著作権に関して杉山先生か
らお話をいただきます。簡単に講師の杉山先
生についてご紹介させていただきます。
　杉山務先生は、白鷗大学の法科大学院、大
学院法務研究科の教授を務めていらっしゃい
ます。昭和48年に九州工業大学工学部を卒業
後、特許庁に入られました。その後、審査第
五部審査官、審判部審判官、審査第五部の審
査長、さらに首席審査長を経て、審判部審判
長を務められました。現在は白鷗大学におい
て、知的財産法等の授業を行っておられま
す。
　では杉山先生、どうぞよろしくお願いいた
します。
杉山：杉山です。どうぞよろしくお願いしま
す。きょうのタイトルは、「ネット社会にお
ける著作権制度」です。現在インターネット
利用に関連する著作権につきましていろいろ
話題に上がっていますが、つい最近国会でも
議論がありまして、著作権法を改正する法律
が成立しました。
　きょうは著作権制度がネット社会におい
て、どのように係わってきているか。そして、
現在どのような状況にあるかを見てみたいと
思います。先ほどから話が出ています知的財
産制度の中の１つの分野として、著作権制度
があります。しかしながら、この著作権が、
他の知的財産である特許・実用・意匠・商標
と大きく違う点は何かといいますと、何が権
利なのか、本当に権利主張できる権利である
のかを判断することが非常に難しいところに
あります。
プロローグ　廃墟写真の著作権
　こちらの写真は、今では廃虚となりながら
も観光地ともなっています、栃木県の足尾銅
山です。このような、今では使われなくなっ
た多くの廃墟を写真に撮って、写真集を出し
ているプロのカメラマンがいます。プロが写
真を撮った場合、その写真自体に著作権が発
生することが多いのですが、本当に権利が発
生したのか、権利を主張できるのかは一概に
言えません。
　これは実際に廃虚の写真を撮っているＭさ
んという写真家が多くの廃墟の写真を撮っ
て、写真集を出版しました。その後、Ｋさん
という別の写真家が、同じような廃虚の写真
を自分で撮って、写真集を出版しました。
　これを知ったＭさんが「せっかく私が苦労
して、この足尾銅山を写真に収める最も良い
条件を、朝撮るよりも夕方の方がいい、ある
いはこういう方向から撮ればよりきれいに撮
れるということを見いだしたのに、なぜ、私
の写真を真似して、Ｋさんが勝手に同じ写真
を撮って出版するのか。」と怒りました。
　具体的には足尾銅山の他に群馬県の丸山変
電所、そして伊豆大仁の金山の写真、これら
は過去に栄え、今は廃虚となっている有名な
ところです。これらの廃墟写真をＫさんがＭ
さんに無断で写真集にして出版しましたの
で、これは私の写真を真似しているからけし
からんということで、裁判に訴えました。
　Ｋさんは、Ｍさんの写真そのものを利用し
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てはいませんが、同じ被写体を似たようなア
ングルで写真に撮っていることから、Ｍさん
は、長い時間をかけて文献などで調べて被写
体を探し出し、現地に何度も足を運んで、何
時頃で、太陽の光、あるいは天気など、どう
いう条件の場合が一番いいかということを、
一生懸命苦労して研究し、ようやくベストな
写真を見つけ完成した。だから、これは自分
が作ったもので創造性があり、勝手に真似し
たら困るということで、裁判に訴えたのがこ
の事件です。
　この訴えに対し東京地裁は、Ｍさんの主張
を認めませんでした。更に、知財高裁でも、
東京地裁と同じように判断しました。知財高
裁というのは、知的財産高等裁判所の略称
で、知的財産に関する専門的な裁判所として
東京高裁の特別な支部になっています。この
知財高裁の判断は、写真自身は著作物であり
著作権もあるけれども、その撮影場所あるい
はどういうものをどこの方角から、どの距離
から撮るかは、アイデアであって、アイデア
を真似することは自由であるという判断を示
しました。写真そのものの利用は、著作権侵
害となりますが、撮影する場所の決定などは
アイデアであって、権利の主張はできないと
判断されました。
　具体的には、両者の写真については撮影方
法が違っており、撮影時期も違う。そして、
対象自体に特徴がなく、誰でも写真の被写体
である足尾銅山を見ることができるというこ
とで、廃虚写真を作品として取り上げること
は、これは写真家としての構想、アイデアで
あって、アイデアは著作権では保護されな
い。だから、Ｍさんがこの種の廃墟写真の先
駆者であったとしても、廃虚は既存の建物で
すから、撮影することは自由であることを示
し、これを撮影したとしても著作権侵害は認
められないという判断を示しました。
　写真には著作権が発生していますけれど
も、著作権侵害で訴えることができるかどう
かという段になると、裁判所が判断するまで
分からない。ということになります。他の知
的財産権である特許や実用新案、意匠、商標
では、特許庁が権利だということを明確に証
明してくれています。しかしながら、著作権
は創作した時点で何もしなくても権利が発生
していることになっていますので、作品の分
野によっては、本当に権利が発生していて権
利侵害を主張できるか否かは、争いになって
裁判所の判断を待つまで分からないというこ
とがあり、著作権制度の難しい面でありま
す。
１　著作権とは何か
　著作物とは何か。著作権を主張できる著作
物とは何かということですが、著作権は作品
の完成により自動的に権利が発生します。特
許や商標などは必要書類を特許庁に出願して
審査を経ることにより、特許第○○号という
番号が付与され特許権が発生します。しかし
ながら、著作権の場合は作品が完成した段階
で、著作権が発生するわけです。このことが
特許などの産業財産権と大きく異なる点の一
つです。
　著作権制度の目的は文化の発展に寄与する
ことにありまして、特許のように産業の発達
に寄与するものと異なっております。
　ではどういうものに著作権が発生するかと
いうと、先ほど見ました写真の他にも音楽や
小説などがあります。具体的に著作権の発生
するものを見てみますと、思想又は感情を創
作的に表現したものであって、文芸、学術、
美術又は音楽の範囲に属するものであること
が要件となっています。独自に考えた「もの」
であることが必要で、アイデアを具体的に表
現することが必要です。表現した「もの」が
人の真似をしていなければ権利主張できます
が、アイデア自体では権利主張できません。
言い換えると、アイデアは真似しても権利侵
害にならず、他人の作品のアイデアを参考と
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していても、出来上がった作品が独自に考え
表現した「もの」と言えるならば、参考とし
た著作物とは独立して、著作権が独自に発生
します。
２　インターネット普及と著作権
　インターネットの話に移りましょう。
　初音（はつね）ミクや鏡音（かがみね）リ
ンというキャラクターにパソコン上で歌を歌
わせ踊らせるソフトウエアがあります。この
ソフトを利用すれば、比較的簡単に自分で
作った詩にメロディーを付けて、この初音ミ
クに歌を歌わせ、ニコニコ動画などのネット
上で公開することができるようになります。
このことを言い換えると、皆さん方誰でもが
著作権者になることができるということで、
ネットを利用すれば世界中の人に見てもらう
ことができるわけです。
　でも注意したいのは、どんな歌でも歌わせ
ることはできますけれども、そのメロディー
をあなたが考えたのではないとすると、誰か
他の人が考えたわけです。そのメロディーを
勝手に使っていいのかどうか。使っていいと
いう許可を得ていればいいのですけれども、
そうでない場合は、他人の音楽をネット上で
使う場合には、著作権が関係しますので、注
意が必要となります。
　昨今、インターネットが非常に普及してい
ますので、インターネットを利用しない日は
ないと思います。皆さん方も、大学の入試の
ときにはネット上で申込書をダウンロード
し、就職活動の際には、ネットで名前や大学
とメールアドレスを登録してエントリーを行
うと思います。このインターネットの普及に
より、誰もが著作者になり、著作権者になる
ことができます。子供であっても、音楽のまっ
たくの素人であっても可能です。
　そして、インターネット技術や関連ソフト
技術の発展により、簡単に自分だけの音を作
りメロディーを作ることができ、加えて発表
することもできます。ネットのない今までの
世界は、限定されたプロが著作物を作成し多
額の費用を掛けて発表するものでしたが、今
は普通の人が著作物を作り著作権者となっ
て、自分の作品を多くの人に見てもらうネッ
ト上の発表の場も自由に利用することができ
ます。
　そうすると、創作した著作物を発表すると
はどういうことか、その影響も含めルールを
理解していることが求められます。他人の作
品を参考に自分がオリジナルと思う作品を完
成した場合、他人の作品と自分の作品とはど
ういう関係になるのか、著作権の面から自分
の権利と他人の権利との関係はどうなってい
るのかを正しく理解することが必要となりま
す。
　そして、現在ではインターネットを構成す
る通信回線が高速化し、かつデータの蓄積容
量も格段に大きくなっていますので、音楽は
いうに及ばず、大容量の映画であっても一気
に短時間でダウンロードできます。音楽であ
れば、マッチ箱のような小さなものに千曲以
上の音楽を入れて持ち歩くことさえできま
す。
　これが通信速度と蓄積メモリの拡大の成果
ですが、著作権の面からみると種々の問題が
発生することになります。
３　ホームページと著作権
　インターネットを利用する際には、何らか
のホームページにアクセスします。ホーム
ページというのは、インターネット上のデー
タのまとまりで、画面に表示されるウェブ
ページは、互いにリンクが張られておりま
す。白鷗大学など大きな組織だけでなく、皆
さん方も個人でホームページを作って公開し
ている人も多いと思います。
　ホームページの著作権は、どうなるので
しょうか。他人のホームページをそっくり真
似して持ってきているのではだめですけど、
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自分で文章の表現や文字の配置を考えた場
合、「思想又は感情を創作的に表現したもの」
に該当するでしょうから、基本的には著作権
が発生していると言えます。
　もし、自分のホームページに使用している
自分で考えたイラストが他人のホームページ
で使用されていることを発見したら、自信を
持って、「私の作ったイラストをなんで勝手
に使うのだ」ということができるのです。
　それができるというのは、そのイラストが
「思想又は感情を自分で創作的に表現したも
の」だからです。表現したものでないと、ア
イデアの段階では、まだ権利を主張できませ
ん。例えば「どこどこの廃虚の写真がいい」
と言うだけではだめで、その廃虚が写真とい
う具体的なものとして表現された場合に、著
作権として主張できるようになります。
　ホームページにはリンク機能があり、ある
人のホームページが非常に素晴らしいから、
リンクを張ることがあります。リンクという
のは自分のホームページから他人のウェブ上
のページを参照して、その他人のページに移
動できる、ということで、他人のホームペー
ジに移動できるようにリンクを張ることは自
由にでき、著作権法上も問題とされません。
　このリンクに関して事件がありました。
ある会社が、新聞社のホームページにある
ニュース報道のタイトルである記事の見出し
に、リンクを張るとともにその見出しを自分
のホームページで表示させたところ、新聞社
が著作権侵害として裁判に訴えました。ネッ
ト記事へのリンクそのものはよろしいけれど
も、見出しを表示することが問題となりまし
た。
　具体的には、「ホームレスがアベックと口
論？　銃撃で重傷」という見出しです。これ
は新聞社が独自に考えたもので、同じ事件報
道について他の新聞では、「路上生活者の男
性、2人組男女に撃たれ重傷」と表していま
す。
　こういう短い、わずか20文字足らずの文章
表現に、著作権として、主張できる権利があ
るかどうかが争われました。口論という些細
なきっかけにより銃撃という極めて重大な犯
罪を行われたことを表現するので、新聞社の
編集方針に基づいて読者に伝えたい表現を考
えたのだから、この見出しは著作物として著
作権を主張できると主張しました。
　しかし、裁判所は著作権を認めませんでし
た。見出しは、記事中の事実を抜き出し、あ
りふれた表現で修飾した短い記述に過ぎず、
創作性は認められない、としたのです。
　短い記述ということは、少し考えるとだれ
もが思いつく、誰もが使いたい表現というこ
とで、短い表現だから創作は認められません
でした。短いといっても創作性があり著作権
を主張できるものもあります。五七五の17文
字からなる俳句の場合には、かなりの割合で
著作権が認められるようです。
　この事件では、ありふれた表現に著作権は
認められないけれども、他人の記事見出しを
無断で使って利益を上げるのだったら、その
他人の了解を得てください、ということで、
著作権法上の権利ではなくて、民法が規定す
る不法行為に当たるという判断が示されてい
ます。
４　技術進展と著作権法
デジタル化とネットワーク化の進展
　実際にインターネットを使う場合、皆さん
のパソコンの画面に表示されるデータはどこ
からきているのでしょう？　サーバですね。
パソコンでインターネットが利用できるよう
にすることに加えて、データを置くことがで
きるサーバを提供する事業者がインターネッ
トサービスプロバイダー（ISP）で、そのサー
ビス内容が著作権と大きく関係しています。
　海賊版ソフトがサーバに置かれ、誰でもが
アクセスして見たりダウンロードしたりでき
る場合に、サーバの管理者として責任が問題
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になります。サーバに蓄積されているのが、
海賊版であることをそのサーバを提供する会
社が知っていれば、削除する義務があります
が、知らなければ、あるいは分からなければ
削除することはできません。
　海賊版ソフトだけでなく、著作権を侵害す
るデータをサーバに置くことは、著作権者の
利益を不当に侵害するものですから、プロバ
イダの責任の有無は重要なものとなっていま
す。
　技術の流れとして今、2つの特徴がありま
す。一つがデジタル化の進展で、映像や音声
などの著作物の高品質な複製・再生・加工・
活用が可能になっている点です。何回コピー
を繰り返してもアナログデータのように劣化
しない特徴があり、複製物でありながら、常
に原本と同様、鮮明な音楽を聴くことができ
ます。
　二つ目はネットワーク化の進展で、ネット
ワークを介して、誰もが簡単に自分の作品で
ある著作物を公衆に発信可能ですから、ネッ
トワークを介した著作物の流通や売買が急速
に拡大している状況です。そうすると、著作
物の利用機会のチャンスが増えますけれど
も、権利侵害もたくさん出てきています。
　デジタル化とネットワーク化により大きな
損害を被っているとして、著作権の保護強化
を求めて日本のレコード業界等の活動があ
り、先達て著作権法が改正されましたが、こ
の点は後ほど取り上げます。
５　ファイル交換と著作権
　　〈取締り強化〉
　インターネットを利用した著作権侵害と取
締りについて見てみましょう。
　一つのファイルを複数人で見ることができ
るようにする方法として、オンライン・スト
レージ型があります。これは、サービスプロ
バイダーのところにあるサーバにある人が
データファイルを送ると、他の人がアクセス
し、このファイルを見たりダウンロードした
りできるようになります。この場合、サービ
スプロバイダーが中心的役割を果たしていま
す。
　もう一つは、グヌーテラ（Gnutella）型と
言われることがありますけれども、これは中
心となるサービスプロバイダーのサーバに相
当するものがないわけです。ある人が「〇〇
音楽がありますか？」と聞きますと、ネット
ワークにつながっているパソコンを探し回
り、「△△にありますよ」というが返事が返っ
てきます。そうするとそれをダウンロードで
きるというものですから、中央となるサーバ
は必要ありません。サービスプロバイダーは
単にネットの接続を管理しているにすぎず、
データのやり取りにはタッチしていません。
⑴　アメリカの事情
　2003年４月に米国レコード協会（RIAA）が、
プリンストン大等の学生４人を音楽ファイル
交換ソフト使用による著作権侵害で提訴し、
学生側がそれぞれ１万数千ドルを支払うとい
う条件で和解しました。
　同時期に、ロサンゼルス連邦地裁はサーバ
を介さないファイル交換サービスについてレ
コード協会側の敗訴の判決を言い渡しまし
た。内容は、ファイル交換ソフトには合法・
非合法の使い方があり、ファイル交換ソフト
を提供した事業者に著作権侵害の責任を負う
義務はないと判示しています。ビデオデッ
キを販売する会社と同様の考えです。する
と、著作権侵害は個人ユーザの責任であると
して、RIAA 追求の対象はサイト運営者やソ
フト開発者から個人ユーザへ変更されたので
す。
　そして、インターネットサービスプロバイ
ダ（ISP）に対し、大量のファイルを違法交
換していると思われるユーザの氏名をRIAA
に開示するよう命じる判決が出され、個人
ユーザの責任追求が容易になりました。
　これを受けRIAAは、ファイル交換により
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「著しい」著作権侵害を行っていたとされる
個人ユーザ261人を相手取り、訴訟に踏み切
りました。この中には、12歳の少女から72歳
の老婦人まで含まれていたそうです。
⑵　日本の事情
　アメリカでの例をみましたが、では、日本
はどうかということを見てみましょう。
　すべて京都府警の事例ですが、2001年11
月にサーバを介さないファイル共有ソフト
「WinMX」でビジネスソフトを配信していた
学生2人を、著作権侵害で、世界で初めて逮
捕しました。
　2003年には、音楽ファイル等をオンライ
ン・ストレージに公開していた少年を著作権
侵害で逮捕し、オンライン・ストレージ・サー
ビスでは初の刑事摘発となりました。
　更に、同時期「WinMX」で入手したビジ
ネスソフトをCD-Rに複製してインターネッ
トオークションで販売していた男性を著作権
侵害で逮捕しています。
　また、ウイニー（Winny）で、ゲームソフ
ト、映画等を配信していた2人を、著作権侵
害で逮捕しましたが、被害額13億８千万円に
上るとの報道もあり、懲役１年、執行猶予３
年の刑が言い渡されています。
６　Ｗｉｎｎｙ刑事事件
　2004年５月に京都府警は、ファイル交換ソ
フト「Winny」の開発者である東大助手を著
作権法違反幇助の容疑で逮捕しました。
　「Winny」の開発自体が問題ではなく、著
作権を侵害する意図があったことが問題であ
るとし、侵害行為を予見した上で開発すれ
ば、開発者にも一定の責任が生じるとの判断
で、逮捕に踏み切ったのですが、支援団体や
弁護団は、幇助の概念が広すぎて誰でも逮捕
の対象になり、技術者の研究活動が萎縮して
しまい、日本の技術が発達しなくなってしま
う、として逮捕への反対行動が行われまし
た。それは単なる手段であって、幇助にはあ
たらないという、先ほど見ましたアメリカロ
サンゼルス連邦地裁が出した判決と同じよう
な主張です。
　さて、Winnyとは、どのようななものかと
いうと、無償で公開しているファイル共有ソ
フトなので、中央サーバが必要でなく、サー
ビスプロバイダーも関係しません。そして、
ユーザのパソコン間をネットワークでつなげ
て、ファイルをパソコン間でやり取りできる
というものです。ファイルは、暗号化されて
いるので匿名性が高く、調べてもそう簡単に
は、誰がこのデータをアップロードしたのか
ダウンロードしたのか分かりにくいというも
のです。
　しかし、アンチニー（ANTINNY）という
ウイルスが原因となって、情報漏洩する事件
が発生しました。これはパソコンのハード
ディスク上の任意のファイルを勝手にアップ
フォルダにコピーし、知らないうちに他の
Winnyユーザがダウンロード可能な状態に
するもので、個人情報や、政府や各企業の機
密情報が漏れ社会問題となり、自衛隊や警視
庁による情報漏洩までもが発生しました。
　そういう背景があるので、京都府警も
Winnyを根絶しようとしましたが、一度漏
れてしまったデータは日本だけでなく、世界
中の人が見ることができますから、漏洩した
ファイルの完全削除は不可能に近いでしょ
う。
　 京 都 府 警 の 訴 え に 対 し、 京 都 地 裁 は、
Winny自体は価値中立的なもので有用であ
るが、著作権の侵害行為が行われることを認
識し受け入れていたとして、幇助の故意を
認め、罰金150万円の有罪判決を出しました。
しかし、大阪高裁は、幇助にあたらないと判
断し、最高裁も高裁判断を支持し、無罪が確
定しております。
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知的財産の最前線
７　無許可ダウンロードに罰則
　　（平成24年著作権法改正）
　最新の話題である無許可ダウンロードに対
する罰則についてです。
　既に2010年の１月からの著作権法では、違
法なファイル、映画や音楽をみんなが見るこ
とができるように、要求があれば送信可能な
状態に置くことについては、罰則がありまし
た。ただし、そういう違法なものを自分のパ
ソコンで見るためにダウンロードしても、違
法ですけれども、罰則はありませんでした。
しかしながらつい先日、罰則を科す改正著作
権法が国会で成立しました。これは議員立法
という形でして、2年以下の懲役又は200万
円以下の罰金となっており、最も重い場合、
200万円払ってかつ2年間の懲役となる併科
もあります。この10月１日（平成24年）から
施行されます。
　この改正法については、反対も強くて「ア
ノニマス」という集団の行動や霞が関への
ハッカー攻撃が話題となり、最高裁判所の判
例検索もしばらくの間、使用できない状態と
なりました。
　ダウンロードとは、インターネットを使っ
て、自分のパソコンで後日見ることができる
ようにすることと言えるでしょう。何が問題
かというと、手続き面は別として、ダウンロー
ドしたファイルが果たして違法なものかどう
か分からない状態で、音楽については著作権
の主張をしているのかどうか分からない状態
でダウンロードすることが起こるでしょう。
　パソコンが勝手にダウンロードする場合
や、意識せずにダウンロードしていることも
考えられます。家族が共同で１台のパソコン
を使っている場合、子供が違法と認識せず違
法なダウンロードをしているかもしれません
ので、パソコンが警察に押収され、その中を
全部調べられるという可能性だってありえま
す。
　弁護士会も含めて反対していましたけど、
議員立法として、つい先日成立しました。あ
とはどう運用するかの問題となっています。
権利者の告訴がなければ処罰しない規定です
が、音楽の売上げを伸ばそうと改正して罰則
を設けたのですから、売上が伸びなければ告
訴が増えることも考えられますし、告訴を条
件としないように改正されることも、あなが
ちないとは言い切れません。
８　まとめ
　インターネットが普及するまでは、写真は
プロの写真家、音楽は作詞家や作曲家などの
プロの音楽家が作って発表するというのが当
然の考えでしたが、今は、誰でもが音楽を作
れるようになり、誰もが絵を描いて、それを
身近な友達に見せたり聞かせたりするだけで
なく、ネットを通じて世界に発信できます。
　ネットで発信するということは、世界の人
が見ることができることであり、他人の描い
た絵をそのまま自分のもののようにして発信
すると、著作権侵害ということで、訴えられ
る可能もあります。逆にネット上に置いた自
分の描いた絵を他人に勝手に使われることも
起こるでしょう。
　一個人が加害者となったり、被害者となっ
たりすることがありますから、これから、ネッ
トを上手く活用するためには、少なくとも、
著作権についてある程度の知識が必要だと思
います。
　だからといって、あまりこれを厳格に考え
ていくと、委縮してしまって、ネットがうま
く利用できなくなるだけでなく、知的財産の
活用もできなくなりますから、そこは、著作
権を始めとする知財の知識を蓄積し活用する
ことが、これから社会に出て行くみなさんに
期待されている一面であろうと考えます。
　本日は、ご清聴ありがとうございました。
児玉：杉山先生、ありがとうございました。
情報通信技術は日進月歩ですから、法制度も
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追い付いていくのが大変ですけど、司法の判
断や立法の動向には常に注目しておきたいと
ころです。
　あらためて本日の講師のお三方に、皆さま
盛大な拍手をお願いいたします。それでは本
日の講演会は、これにて終了いたします。多
数のご参加ありがとうございました。
